
令和の夏が
始まる

子どもたちの熱い夏が到来！

特集１
御前崎ブランドを伊勢神宮に奉納

特集２
客船 ぱしふぃっくびいなす初寄港
令和元年度 御前崎市消防団査閲大会

表紙の説明は
19ページに掲載
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▲各奉納産品を担ぎ、宇治橋を渡るブランド認定者ら

御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
と
は

　

市
に
は
、
独
自
の
特
産
品
、

伝
統
的
な
加
工
技
術
品
な
ど
魅

力
あ
る
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
、
御
前
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
昨
年
度
か
ら
「
御
前

崎
ブ
ラ
ン
ド
」
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
認
定
式

　

農
畜
産
物
や
水
産
品
な
ど
を

認
定
す
る
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
認

定
式
が
４
月
26
日
、
市
役
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

①
御
前
崎
つ
ゆ
ひ
か
り
（
御
前

崎
市
茶
業
振
興
協
議
会
）、
②

遠
州
夢
咲
牛
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲

肉
牛
委
員
会
御
前
崎
支
部
）、

③
御
前
崎
産
ア
ロ
ー
マ
メ
ロ
ン

（
御
前
崎
市
農
業
振
興
会
メ
ロ

ン
部
会
）、
④
御
前
崎
生
か
つ

お
（
南
駿
河
湾
漁
協
）、
⑤
御

前
崎
ク
エ
（
御
前
崎
ク
エ
料
理

組
合
）
の
５
産
品
を
先
行
事
例

と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員

長
を
務
め
る
渡
邊
明
三
重
大
学

名
誉
教
授
は
、「
遠
方
の
集
客

に
も
力
を
入
れ
て
御
前
崎
の
良

さ
を
周
知
し
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
（
内
宮
）
へ
奉
納

　

市
と
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
受
け

た
産
品
の
生
産
者
ら
は
６
月
８

▲三重県の伊勢神宮に、御前崎ブランドに認定されてい
る特産品を奉納する栁澤重夫市長、御前崎ブランド認定
委員長の渡邊明三重大名誉教授、市内の農水産関係者ら
21 人

「
地
域
の
食
文
化
と
伝
統
の
尊

重
及
び
地
産
地
消
の
推
進
」、

「
市
民
の
自
発
的
取
り
組
み
の

尊
重
と
相
互
連
携
」
と
い
っ
た

部
分
に
も
通
じ
て
お
り
、
今
後

は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
も
連
携
し
て
事
業
を
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
申
請

　

市
で
は
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ブ

ラ
ン
ド
認
定
の
申
請
に
つ
い
て

は
農
林
水
産
課
が
今
後
、
期
間

を
設
け
て
受
け
付
け
ま
す
。
申

請
後
は
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員

会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
審
査

項
目
は

①
将
来
性
（
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維

　

持
発
展
お
よ
び
事
業
計
画
）

②
市
場
性
（
消
費
者
・
取
引
先

　

の
評
価
、
販
売
体
制
）

③
信
頼
性
（
品
質
管
理
お
よ
び

　

安
全
、安
心
へ
の
取
り
組
み
）

④
コ
ン
セ
プ
ト
・
独
自
性
・
主

　

体
性
（
新
製
品
が
持
つ
歴
史

　

や
背
景
、
製
品
・
品
質
・
機

　

能
に
お
け
る
特
徴
、
商
品
イ

　

メ
ー
ジ
・
販
売
方
法
の
特
徴
）

の
４
つ
で
す
。

　

市
で
は
、生
産
者
や
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
連
携
し
、
農
水
産

物
な
ど
の
１
次
産
品
を
加
工
し

た
２
次
産
品
も
創
出
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

遠州夢咲牛

徹底した飼料管理により育てられ
た黒毛和牛。上質な脂の甘みと柔
らかくコクと深みのある味が楽し
めます。内閣総理大臣、農林水産
大臣賞を受賞した最高級銘柄。

御前崎生かつお

漁場である黒潮に近い御前崎は、
生かつおの水揚げ量が県内一。「一
本釣り」で捕った「生かつお」は
独自のもちもち感があり、さっぱ
りとした味わいが特徴です。

御前崎ブランド

認定商品
2019 年度

　「遠州夢咲牛」「御前崎生かつお」「御前
崎産アローマメロン」「御前崎つゆひかり」
「御前崎クエ」の５品目を御前崎ブランド
に認定しました。

御前崎つゆひかり

静岡県生まれの「つゆひかり」は、
御前崎の温暖な気候に適した早

わ

生
せ

品種です。爽やかな香りと鮮やか
な緑、渋みを抑えたふくよかな味
わいが楽しめます。

御前崎クエ

御前崎港で水揚げされた天然物
と、卵のふ化から完全養殖された
ものがあります。まぼろしの魚と
言われ、刺し身から鍋まで、良質
なクエが味わえます

御前崎産アローマメロン

温暖な気候で、日照時間全国１位
を誇る当市の環境のもと、１木１
果の栽培技術で育てられたアロー
マメロンは、ぜいたくで高級な香
り漂う最高級の一品です。

市民

・関係課で連携した事業
・施策に応じた事業展開
・既存事業の発展期展開

行政

関係団体事業者
生産者
御前崎市生まれの食品を使用した

各種事業を展開する

日
、
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

さ
れ
た
５
品
目
の
う
ち
４
品
を

三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮

（
内
宮
）
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　

今
回
奉
納
し
た
の
は
御
前
崎

つ
ゆ
ひ
か
り
、
御
前
崎
産
ア

ロ
ー
マ
メ
ロ
ン
、
御
前
崎
生
か

つ
お
、御
前
崎
ク
エ
の
４
品
目
。

参
加
者
は
、
奉
納
４
品
目
を
担

ぎ
内
宮
の
宇
治
橋
を
渡
っ
て
神

楽
殿
に
納
め
、
御
前
崎
ブ
ラ
ン

ド
の
知
名
度
向
上
と
販
路
拡
大

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
参
拝
し
ま
し
た
。

　

市
に
は
「
御
前
崎
市
食
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」が
あ
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
基
本
理
念
で
あ
る

「
食
を
通
し
た
産
業
の
振
興
」、

御前崎ブランドを
伊勢神宮に奉納

動き出した「御前崎ブランド」事業。ブランドの知名度アップにつなげるため、
特産品４品を伊勢神宮（内宮）に奉納しました。
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御前崎ポートフェスタ 2019

Come near to a port cruise ship Pacific Venus.
客船 ぱしふぃっくびいなす 初寄港

火
8/20

お出迎えイベント   9:00～ 9:30
お見送りイベント 16:00～17:00

時間：8:00～17:00
場所：御前崎港西埠頭

8/17土 18日 20火
みなと御前崎スイーツコンテスト2019
時間：10:00～16:00
会場：御前崎観光物産会館なぶら館
※入場料は無料です

●

マリンパーク御前崎

西埠頭

●

みなとトンネル

ぱしふぃっくびいなす

P

P

P

なぶら館

なぶら市場

御前崎ビルフィッシュトーナメント

8/20

8/25

オーシャンプリンセス8/20

エコパーク

みなと御前崎スイーツコンテスト
8/17・18・20

帆船 オーシャンプリンセス 同時寄港

地
域
を
守
る
消
防
団
員

訓
練
の
成
果
を
披
露

　

わ
た
し
た
ち
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
日
々
活
動
に
励

む
消
防
団
。
団
員
は
、
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
や
休
日
も
水
利
点

検
や
消
防
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

　

マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
で
６

月
２
日
、「
令
和
元
年
度
御
前

崎
市
消
防
団
査
閲
大
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
団
員
は
、
有
事
の

際
に
備
え
鍛
え
た
消
防
操
法
技

術
や
士
気
の
高
さ
を
披
露
し
、

上
位
入
賞
を
目
指
し
た
。

　

午
前
８
時
か
ら
開
始
し
、
全

11
分
団
３
０
７
人
の
団
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
分
団
に
分
か
れ
、
訓

練
礼
式
、
ポ
ン
プ
車
操
法
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
３
部
門
で
機

敏
な
動
き
を
見
せ
た
。

　

上
位
の
結
果
は
次
の
通
り
。

訓
練
礼
式
の
部

　

①
第
８
分
団

　

②
第
９
分
団

　

③
第
６
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

①
第
１
分
団
第
２
部

　

②
第
１
分
団
第
３
部

　

③
第
11
分
団
第
１
部

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

①
第
４
分
団
第
１
部

　

②
第
６
分
団
第
１
部

　

③
第
２
分
団
第
２
部

1／放水し火点を倒す。鋭いまなざしに
気迫が感じられる2／全員の呼吸が合っ
た訓練礼式3／ホースを担ぎ全力疾走で
火点へ走る4／円陣を組んで、士気を高
める団員たち5／送水圧を調整するポン
プ員6／抜群のフットワーク7／正確に
放水止めを伝える8／県大会出場選手ら

1

2

3

4

5

6

78

地域を守る消防
令和元年度御前崎市消防団査閲大会

みなと御前崎屋台村 10:00～17:00

御
前
崎
港
は
、
駿
河
湾
口

に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
航
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
良
く
、
富
士
山
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
港
と
し
て
、
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
の

魅
力
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
28
年
９
月
に

御
前
崎
港
客
船
誘
致
協
議
会
を

設
立
し
、
誘
致
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
客

船「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

の
初
寄
港
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
型
客
船
が
寄
港
す
る
と
、

一
度
に
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

地
域
で
の
消
費
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、観
光
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
交
流
し

た
り
す
る
こ
と
が
地
域
振
興
の

新
た
な
き
っ
か
け
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
、
付
加
価
値
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
も
て
な
し
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
西
埠
頭
岸
壁
で
の

屋
台
出
店
や
な
ぶ
ら
館
周
辺
で

の
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
客
船
が

出
港
す
る
際
に
は
、
多
種
多
様

な
船
が
客
船
に
並
走
し
て
お
見

送
り
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
港
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
誘
致

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

照会　客船誘致協議会（市企業港湾室）☎０５３７�１１６４
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行政相談委員に長年従事

普段見られない設備公開
世界中を駆け回る青雲丸が寄港

御前崎地区で４月１日に第２層協議体が設置さ
れたことを受け、御前崎公民館研修室で５月24日、
市内で７地区目となる御前崎地区協議体の発足式が
開かれました。
生活支援コーディネーターには下村菊志さん（下
岬区）が任命され、御前崎地区の協議体では今後、
高齢者や障がい者ニーズを把握し、地域で支える体
制について話し合います。

親しまれる港づくりと御前崎港のにぎわい創出を
目的として、独立行政法人海技教育機構の協力によ
り、練習船「青雲丸」が５月24日から27日にかけて
御前崎港に初寄港しました。
青雲丸は、日本で初めての5000㌧型大型練習船
として就航。海運の担い手となる若い実習生を乗せ
て世界各地へ訓練航海をしており、日本の船員教育
の歴史に大きな足跡を残している船です。

総務省委嘱の民間ボランティアである行政相談委
員を退任した藤永芳江さん（東町）に５月21日、総
務省静岡行政監視行政相談センターの杉浦勝所長が
感謝状を贈呈しました。行政相談委員には、行政の
仕組みや手続きに関する相談、質問の受け付け、関
係行政機関に通知するといった役割があります。約
４年間務めた藤永さんは、「市のために頑張ろうと思
い続けてきた」と話しました。

アカウミガメ初産卵確認
産卵後の卵を丁寧に取り出す

白羽地区の薄原駐車場南側付近の海岸で５月20
日午前５時頃、アカウミガメの初上陸、初産卵が確
認されました。市が委嘱するウミガメ保護監視員が
発見。監視員は砂地を約60㌢掘り起こして135個
の卵を見つけ、近くのふ化場に運びました。
同区域担当者の澤部春市さんは「掘り起こして白
い卵をみると感動する。元気に育ってほしい」と話
しました。

藤永芳江さんへ総務省から感謝状

高齢者の暮らしを支援します御前崎地区協議体が発足

森徹英さんの 100 歳祝う
いつまでもお元気に

５月28日に100歳の誕生日を迎えた森徹英さん
（佐倉三区）を５月31日、栁澤市長が訪ね、祝い状
や花束を贈り長寿を祝いました。龍泉寺の住職を長
年にわたり務めた徹英さん。旅行やドライブが大好
きで３月には一人で京都へ日帰り旅行も楽しんだそ
うです。徹英さんは「趣味を楽しむことが大切。こ
れからも好きなことを続けたい」と笑顔で話しまし
た。

参加者とスタッフが一丸に
目標は「20回大会で20位以内」

「第20回記念静岡県市町対抗駅伝競走大会」に向
け、第１回御前崎市駅伝練習会が６月５日、浜岡総
合運動場で開催されました。参加者は小学４年生
以上の市内在住・在勤者や市内出身の約70人。11
月30日の大会に向けて練習がスタートしました。
今年は参加者の体力レベルに合わせた練習を計画。
トップレベルの選手と参加者全体のレベルアップを
両立することで、候補選手の底辺拡大を目指します。

海難事故の救助力を強化
御前崎の海を連携して守る

市消防本部と（一社）御前崎スマイルプロジェクト
（石原智央理事長）が５月30日、消防本部で災害時
の協力体制に関する調印式を開きました。本市は海
に囲まれ、漁業やマリンスポーツが盛んであるため
水難事故の発生が危惧されます。今回の調印で両者
が連携のとれた救助をしやすくなり、それぞれが保
有する水上バイクに乗れるようにもなったことで、
迅速に事故現場へ到着できるようになりました。

大切な人へ思いを伝える
市地域包括支援センターと御前崎市地域医療を育
む会の共催で「未来ノート講習会」を６月15日、研
修センターで開催し、市民ら約60人が参加しまし
た。未来ノートは、これまでの人生を振り返り、今
後どのような人生をおくっていきたいかという願い
や希望を書き記すもの。参加者らは「わたしについ
て」と題し、思い出や健康状態など現在の自分自身
と向き合いノートに記しました。

これまでとこれからの自分
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

御前崎小学校で、５年生37人を対象にラグビー訪問
授業が開催されました。来校したのはヤマハ発動機所
属の三村・吉良選手。この取り組みは、児童に競技の
面白さを伝え、９月に開幕するラグビーＷ杯日本大会
を盛り上げることを目的に実施されています。児童は
初めて見るプロ選手の動きに目を輝かせました。

ラグビーＷ杯を盛り上げる

◀両選手は「みんなでＷ杯を応援しよう」と発信しました

6/11

静岡県動物保護協会主催の動物愛護教室が浜岡東小
学校で実施され、４年生46人が参加しました。児童は
人と犬の心音を聞くことで、同じように生きているこ
とをあらためて実感。ペットの犬と実際に触れ合う場
面では、触って良いか許可を取る、急に近づかないな
どの接し方を学び、犬への理解を深めました。

命の尊さ学ぶ動物愛護教室

◀児童は犬に関する法律や健康管理なども学びました

6/4

市地域医療を育む会が主催する「地域医療講演会」が
佐倉公民館さくらんぼホールで開かれました。
今回は「御前崎市の在宅医療への取り組み」につい
て、しろわクリニック吉野弘所長と市立御前崎総合病
院松下知子看護師長が講師となり、訪問診療や訪問看
護の実情・課題を参加者に話しました。

市民が健康維持・増進図る

◀熱心にメモをとる参加者

5/25

市の青少年リーダー育成講座「御前崎クエスト」が
開かれ、市内の小学生39人が海釣りを体験しました。
地域の豊かな自然や文化を学ぶことが目的です。講師
のアースコミュニケーション代表理事である川口眞矢
さんは「御前崎の面白いところ、楽しいところを知っ
てほしい」と話しました。

小学生が楽しく海釣り体験

◀児童は、２人一組で１本の竿を使って釣りに挑戦

6/22

御前崎市民会館で「第39回浜岡吹奏楽団演奏会」が
開催されました。
第１部はオリジナル＆クラシックを披露。第２部は
ポピュラー・ステージと題した平成を振り返るおなじ
みの曲を演奏しました。会場には大勢の来場者が集ま
り、美しい音色に耳を傾けていました。

観客に美しい音色を届ける

◀現在、市内外15歳～70歳の47人で構成されている浜岡吹奏楽団

５/12

御前崎中学校で「灯波祭 ( 体育の部 )」が開催され、
全校生徒374人が各学年ごと４つのチームに分かれて
競い合いました。リレーなどの学年種目のほか、地元
園児と取り組む地域交流種目（玉入れ）も実施されまし
た。生徒会が主体となって企画運営する灯波祭。秋に
は文化の部が開催される予定です。

全学年で盛り上げた灯波祭

◀それぞれが勝利を目指して全力で取り組んだ

5/30

認知症きっずサポーター養成講座が浜岡北小学校で
開催され、４年生34人が受講しました。高齢者に優し
いまちをつくろうと高齢者や認知症について正しく理
解してもらうためにキャラバンメイトが実施。参加し
た児童はサポーターの証しとして、オレンジリングを
受け取りました。

高齢者に優しい町を目指す

◀オレンジリングを腕に笑顔あふれる児童ら

6/25

市教育委員会が進めるエネルギー教育の一環で、市
内の全５小学校を対象とした中部電力浜岡原子力発電
所の見学会が開かれました。これは原子力発電所立地
市に住む子どもが発電所を実際に見学し、エネルギー
問題について自ら考える力を身に付けるための取り組
みです。児童は発電の仕組みや安全対策を学びました。

エネルギー問題を考えよう

◀中部電力職員の案内のもと、防波堤を見学する児童

6/6

9 OMAEZAKI OMAEZAKI 8



Thu Fri SatSun Mon Tue Wed

６か月健康相談（Ｈ31.2月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階
骨髄バンクドナー登録【要予約】
HIV・梅毒・B・C型肝炎検査【要予約】
☎0538�2253/9:30～11:00
中遠総合庁舎西館１階

2歳6か月児歯科検診（Ｈ29.1月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階
こころの相談窓口【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:00
御前崎支所3階

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター2階

一日ハローワーク
13:30～15:30
研修センター２階
こどもの健康相談
受付９:00～10:00
市役所西館３階

3歳児健康診査（H28.7月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

２か月児健康相談（Ｒ1.6月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階

8
おまえざき
くらしの
ダイアリー

August 2019
Omaezaki city
Useful Calendar

市・県民税（第２期）� ９月２日
国民健康保険税（第２期）� ９月２日
※後期高齢者医療保険料（第１期）�
� ９月２日
※介護保険料（第３期）� ９月２日
※はコンビニ払い不可
池新田・高松地区の上下水道� ９月２日

今月の納期
（コンビニで納付できます）

●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
高齢者支援課�地域包括支援センター
☎0537�1167

●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
前日までに要電話予約
詳しくは☎0537�6666まで

平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
 （日・祝・12/30～1/3）

日曜・祝日の急患診療
▶榛原医師会　【市外局番】0548
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

◎日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日曜・祝日）

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター2階

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

渡辺内科医院（内・小）
牧之原市大沢329-1
☎0548�5232

ひきこもり・不登校相談
13:30～16:30

【予約可】☎0548�5294
浜岡福祉会館
高次脳機能障害医療等総合相談会【要予約】
☎0538�2252/13:10～17:00
中遠総合庁舎西館１階

石井内科皮膚科医院（内・小）
牧之原市静波248
☎0548�0013

永尾内科循環器科医院（内・循）
御前崎市御前崎54-9
☎0548�6611

座光寺医院（内・小・消内）
御前崎市白羽5243-3
☎0548�3206

あかほりクリニック（産婦・女内・内・小）
牧之原市片浜873-2
☎0548�5555

２歳児歯科検診（H29.７月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

1歳児健康相談（H30.7月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階
精神保健福祉総合相談【要予約】
☎0537�3263/13:30～15:30
西部健康福祉センター掛川支所

特設人権相談
13:00～15:00/ 浜岡福祉会館

【予約可】☎0548�5294
すみれ相談（自死遺族の相談）

【要予約】☎054（286)9245
13:00～16:00
静岡県精神保健福祉センター

権利擁護相談【要予約】
☎0548�5294/13:30～16:00
ふれあい福祉センターなごみ

弁護士司法書士心配ごと相談
13:00～15:00
☎0537�8066
浜岡福祉会館

弁護士相談
☎0548�5294/13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ
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ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 6 20 13 2 16 14 21 7
ガ ラ ス 13 6 20 9 2 21 7 14
ペ ッ ト ボ ト ル 20 13 6 16 9 7 14 21

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 9 9 9 14 14 12 12 12

陶 磁 器 27 27 27 23 23 28 28 28
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照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

照　会　こども未来課母子保健係　☎０５３７�６６６６

照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

武田勝頼に命じられて出された朱印状
白羽神社には社宝となっている武田家朱印状が

３通あります。これは駿河や遠州に進出した甲斐
の武田氏が、この地方を治めようとして発給した
文書です。

今回紹介するのは『勝頼印判状』です。天正２年
に武田信玄の跡を継いだ勝頼は、５月12日から2万
5000人の大軍を率いて徳川家康配下の部将である
小笠原氏助が城主を務めていた高天神城を包囲し
ます。その後約１カ月にわたる籠城戦が続きまし
たが、６月17日に小笠原氏助が降伏し、父信玄も落
とせなかった高天神城を勝頼が領有することとな
り、榛原郡も勝頼が治めることとなりました。

そして、７月９日に勝頼が武田家の奉行職であっ
た市河宮内助に命じて白羽大明神神主に文書を出
します。これが勝頼印判状です。

旧
きゅう

規
き

とは、武田信玄の時の規則の意味で、この
文書により白羽神社社領を安堵し、神主に武田家
の武運長久の神役 ( 武田家の武力がいつまでも強い
ことを願うこと ) を命じました。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
に
つ
い
て

原
子
炉
建
屋
の
廃
止
措
置
で
発

生
す
る
解
体
撤
去
物
は
、
放
射
能

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
適
切
に
処
分

さ
れ
ま
す
。そ
の
廃
棄
物
の
う
ち
、

放
射
性
物
質
の
放
射
能
濃
度
が
極

め
て
低
く
、
人
の
健
康
へ
の
影
響

が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
は
、
国
の

許
可
・
確
認
を
得
て
、
普
通
の
廃

棄
物
と
同
様
に
処
分
や
再
利
用
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を「
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
制
度
」
と
い
い
、
国
の
認
定

を
受
け
た
廃
棄
物
を「
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
物
」と
呼
び
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
自

然
界
の
放
射
線
が
存
在
し
、
平
均

で
1
人
当
た
り
年
間
約
２・
１
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
の
自
然
放
射
線
を
受

け
て
い
ま
す
。
同
制
度
で
許
可
さ

れ
る
放
射
線
量
の
基
準
は
、
年
間

０・０
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
、

人
体
へ
の
影
響
が
無
視
で
き
る
レ

ベ
ル
で
す
。
人
が
自
然
か
ら
受
け

る
放
射
線
量
の
平
均
と
比
べ
て
も

１
㌫
以
下
と
極
め
て
低
い
も
の
と

な
り
ま
す
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
は
、
放
射
性

物
質
が
ほ
と
ん
ど
付
着
し
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
除
染
す
れ
ば
放
射

性
物
質
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。１
、２
号

機
で
発
生
す
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物

は
、
全
体
廃
棄
物
約
45
万
㌧
の
う

ち
、
推
定
約
8
万
㌧
で
約
17
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
は
、

ま
だ
事
例
が
少
な
く
、
認
知
度
が

低
い
の
が
現
状
で
す
。
市
で
は
、

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
に
対
す
る
市
民

理
解
が
深
ま
る
よ
う
中
部
電
力
㈱

に
求
め
て
い
き
ま
す
。

勝頼印判状【天正２年 (1574年 )】

「勝頼印判状」書き下し文

御前崎市指定有形文化財
武田家朱印状

　健康マイレージは、市民の健康づくりを促進す
る取り組みです。運動や食事などの日々の生活習
慣の改善や健康診断などの受診をポイント化し、
所定のポイント数をためた人は、特典を受けるこ
とができます。
【対象】　18歳以上の市内在住者または在勤者
【チャレンジシート配布場所】
　市役所、御前崎支所、図書館、各地区、市民プー
ルすいすいパークぷるる、公民館など
【チャレンジ期間（ポイントをためる期間）】
　令和２年２月29日㈯まで
【提出締切】
　令和２年３月６日㈮17時までに照会先へ提出
【特典１】全員もらえる
　・ふじのくに健康いきいきカード
　・市民プールぷるる無料利用券（５回分／３000円相当）
　・つゆひかりティーバッグ

【特典2】抽選で当たる
　・遠州夢咲牛　　　５名様
　・野菜セット　　　10名様
　・くだものセット　10名様
【Ｗチャンス特典】抽選に外れた人の中から抽選
　・市商工会の商品券500円分　10名様
まずは、チャレンジシートを手に入れましょう！

【予防のポイント】
●帽子の着用や日陰の利用、こまめな休憩
　子どもは遊びに夢中になります。炎天下ではたちまち熱中症になる可能性があるので注意しましょう。
●通気性の良い、吸湿性・速乾性のある服を着用する
　子どもは自己管理ができません。大人が意識的に涼しい衣服を選んであげましょう。
●こまめな水分補給
　のどが渇いていなくてもこまめに水分補給するよう大人が声をかけましょう。大量に汗をかく場合
　は、経口補水液などを補給しましょう。
●絶対に車内に子どもを置き去りにしない
　車内の温度は、短時間で一気に上昇します。少しの間だけだからと油断せず、常に一緒にいるよ
　うにしましょう。

【こんなときは受診を】
◎意識がもうろうとしてぐったりしている　◎呼吸が浅く速い　◎水分を受け付けない　
◎何度も吐く　◎高熱がある　◎頭痛がある
子どもは体温調節機能が十分に発達していないので、大人が気を配りましょう。
暑さの感じ方は人によって異なります。体調の変化に気を付けましょう。

“健康マイレージおまえざき”で
　　　健康とお得を手に入れよう！

夏本番！！　熱中症に注意しよう！

▲クリアランス制度の適用を受けた
　５号機旧低圧タービンロータ（車軸）
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団
体
戦
で
県
大
会
初
優
勝
を
飾
る

静
岡
県
武
道
館
で「
令
和
元
年

度
静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
剣
道
競
技
お
よ
び
全
国
・
東
海

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競

技
静
岡
県
予
選
会
」
が
６
月
１
日

㈯
、２
日
㈰
に
実
施
さ
れ
、
池
新

田
高
等
学
校
剣
道
部
が
男
子
団
体

戦
で
見
事
優
勝
し
た
。
同
部
は
８

月
３
日
㈯
か
ら
熊
本
県
立
総
合
体

育
館
で
開
か
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

へ
出
場
す
る
。菊
池
竜
平
監
督
は
、

「
生
徒
た
ち
の
努
力
が
実
を
結
ん

で
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
目
に
涙

を
浮
か
べ
た
。

部
員
２
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

菊
池
監
督
は
同
校
剣
道
部
で
指

導
を
始
め
て
６
年
目
。
現
在
部
員

は
男
女
合
わ
せ
て
24
人
に
な
る

が
、
着
任
当
初
は
新
1
年
生
の
２

人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
で
も
２
人
の
新
入
生
に
対
し
て

「
日
本
一
に
な
る
ぞ
」と
言
い
続
け

た
。
そ
ん
な
監
督
の
熱
意
や
指
導

力
に
引
か
れ
、
市
内
だ
け
で
な
く

遠
方
か
ら
も
生
徒
が
入
学
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
順
調
に
部
活
動
を

指
導
す
る
中
で
、
退
部
を
希
望
す

る
生
徒
が
出
る
な
ど
の
危
機
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
指
導
法

を
見
つ
め
直
し
た
と
い
う
。
監
督

と
部
員
が
二
人
三
脚
で
同
じ
夢
を

追
い
続
け
た
結
果
、
平
成
29
年
に

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
に

出
場
。
こ
の
全
国
大
会
出
場
は
池

新
田
高
校
の
歴
史
で
初
の
快
挙

だ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
菊
池
監
督

は「
出
場
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
当
に
勝
て
る
の
だ
ろ
う
か
」
と

考
え
て
い
た
と
い
う
。
案
の
定
、

初
の
全
国
の
舞
台
で
は
敗
戦
を
喫

し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
」

と
一
念
発
起
し
、
全
国
で
戦
う
こ

と
を
見
据
え
て
稽
古
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

県
優
勝
は
あ
く
ま
で
通
過
点

池
新
田
高
校
剣
道
部
は
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
活
だ
。

父
母
会
や
保
護
者
会
、
時
間
を
見

つ
け
て
指
導
に
来
て
く
れ
る
Ｏ

Ｂ
、
下
宿
先
に
食
事
を
提
供
し
て

く
れ
る
料
理
店
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
一

生
懸
命
稽
古
に
励
む
部
員
の
姿
が

あ
る
か
ら
こ
そ
支
援
し
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
。

「
県
大
会
優
勝
は
あ
く
ま
で
通

過
点
。
全
国
で
戦
う
準
備
は
す
で

に
で
き
て
い
る
」
と
話
す
菊
池
監

督
。
心
技
体
が
備
わ
っ
た
同
校
剣

道
部
が
、２
度
目
と
な
る
全
国
の

舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

県大会団体戦初優勝　インターハイ出場が決定

池新田高校剣道部

★

南
駿
河
湾
漁
業
協
同
組
合
御
前
崎
魚

市
場
で
５
月
25
日
、「
第
９
回
御
前

崎
み
な
と
か
つ
お
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
御
前
崎
港
に
水
揚
げ
さ

れ
る
魚
介
類
の
魅
力
を
多
く
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
魚
食
普
及
と
消
費
拡

大
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
県
内
一
の
水
揚
げ
量
を
誇
る

新
鮮
な
生
カ
ツ
オ
を
求
め
、
大
勢
の
来

場
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
朝
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か

り
の
カ
ツ
オ
約
１
・
５
㌧
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
模
擬
競
り
や
ミ
ニ
水
族
館
な

ど
も
催
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
カ
ツ

オ
の
刺
し
身
と
生
シ
ラ
ス
が
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
る
と
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
御
前
崎
の
海
の
幸
を
堪
能

し
た
後
、
カ
ツ
オ
や
シ
ラ
ス
を
土
産
に

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。
今
年
来
場
で

き
な
か
っ
た
人
も
来
年
は
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

き
っ
と
御
前
崎
の
良
い
と
こ
ろ
を
ま

た
一
つ
、
再
確
認
で
き
る
で
し
ょ
う
。

令和元年度静岡県高等学校総合体育大会剣道競技および全国・東海高等学校総合体育大会剣道競技静岡県予選会

３回戦　○池新田（２勝４本）　ー　×浜松学院（０勝０本）
２回戦　○池新田（４勝７本）　ー　×日大三島（０勝０本）

準決勝　○池新田（２勝３本）　ー　×浜名（２勝２本）
決勝戦　○池新田（２勝５本）　ー　×東海大翔洋（１勝４本）

2

3

1

4 5 6

7

1 5 7 ／毎年長蛇の列
ができるカツオの販売 
2 3 4 ／子どもからお
年寄りまで新鮮な魚介の
味を楽しんだ 6 ／多く
の子どもが水槽の中で泳
ぐ魚介類を見て触って興
味をもったミニ水族館

海を感じよう
御前崎みなとかつお祭り
第９回

魚を食べよう

7
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国
民
年
金
保
険
料�
免
除
申
請
を
受
け
付
け

　
7
月
か
ら
本
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
市
民
課　
国
保
年
金
係

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
７
１

自
分
の
体
と
向
き
合
う�

�

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
か
ら
74
歳
の
人
は
、
特
定
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
市
民
課　
国
保
年
金
係

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
７
１

『
御
前
崎
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
』を
販
売
し
ま
す

内　
容　
１
セ
ッ
ト
５
０
０
０
円
分
の

　
商
品
券
を
４
０
０
０
円
で
販
売（
５

　
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
能
）

対
象
・
通
知
方
法

①
平
成
31
年
度
の
住
民
税
非
課
税
者

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
や

　
生
活
保
護
受
給
者
ら
は
除
き
ま
す
。

※
該
当
と
思
わ
れ
る
人
に
は
７
月
下
旬

　
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

　
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子

　
ど
も
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

※
９
月
か
ら
10
月
頃
に
順
次
案
内
を

　
送
付
し
ま
す
。
案
内
に
従
っ
て
購
入

　
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

浜
岡
中
学
校
の
解
体
工
事��

が
始
ま
り
ま
し
た

　
浜
岡
中
学
校
周
辺
で
は
、
工
事
車
両

の
通
行
や
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
。
解
体
工
事
の
完
了

予
定
は
10
月
末
で
す
。
生
徒
の
安
全
を

最
優
先
に
考
え
て
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

照　
会　
教
育
総
務
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
３

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
！��

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と「
ど
う

せ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
」
と

調
理
実
習
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
。
今
回

は
、
中
遠
調
理
師
専
門
学
校
の
先
生
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
手
軽
に
お

い
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
を
作
り
ま
す
。
夏
休
み
の
思

い
出
に
親
子
で
楽
し
く
調
理
し
ま
せ
ん

か
。
ア
レ
ル
ギ
ー
で
お
困
り
の
人
、
興

味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

内　
容　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
３
品

日　
時　
８
月
21
日
㈬
10
時
～
13
時

場　
所　
中
遠
調
理
師
専
門
学
校

参
加
費　
１
５
０
０
円

持
ち
物　
上
履
き
、
ふ
き
ん
、
食
品
保

　
存
容
器

締
め
切
り　
８
月
９
日
㈮

照　
会　
お
ま
え
ざ
き
ア
レ
ル
ギ
ー
っ

　
子
の
会
代
表　
澤
入

　
☎
０
９
０（
４
４
６
５
）４
８
４
５

食
料
の
寄
贈
を
募
り
ま
す�

�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
協
力
を

　
リ
ス
ト
ラ
や
病
気
な
ど
の
理
由
で
働

く
場
所
を
失
い
、
食
料
が
購
入
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
家
庭
の
た
め
に
食

料
の
寄
贈
を
募
り
ま
す
。

　
前
述
の
理
由
で
食
料
支
援
が
必
要
な

場
合
は
、
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈯

受
付
場
所　
福
祉
課
、
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
、
浜
岡
福
祉
会
館

希
望
食
品　
缶
詰
や
瓶
詰
な
ど
の
保
存

　
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ

　
ン
ト
食
品
、お
米
、飲
料
、ふ
り
か
け
、

　
お
茶
漬
け
、
の
り
と
い
っ
た
常
温
保

　
存
が
利
く
も
の

食
料
の
条
件

　
・
賞
味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

　
・
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の

　
・
未
開
封
で
あ
る
も
の

　
・
破
損
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

　
・
お
米
は
常
識
の
範
囲
で
古
く
な
い

　
　
も
の（
も
ち
米
不
可
）

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
０
５
４
８
�
５
２
９
４

　
浜
岡
福
祉
会
館

　
☎
０
５
３
７
�
８
０
６
６

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
切
り
替
え
工
事��

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

㈱
御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
市
内
全
域
で
光

サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
り
替
え
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
必
要

な
工
事
で
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

照　
会　
㈱
御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
☎
０
５
３
７
�
８
８
８
２

お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
２
日
ま
で
発
売
中
！

宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　(

公
財)

静
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー��

事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た

　
御
前
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
が
、６
月
か
ら
旧
消
防
署
跡

地
へ
移
転
し
ま
し
た
。
電
話
番
号
と
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

住　
所　
御
前
崎
市
比
木
１
９
１
１
番

　
地
の
２　

照　
会　
御
前
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
７
�
４
５
３
１

豪
雨
や
台
風
到
来
の
際
は��

切
れ
た
電
線
に
ご
注
意
を

　

落
雷
や
強
風
に
よ
る
飛
来
物
に
よ

り
、
電
線
が
切
れ
て
垂
れ
下
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
絶
対
に
触
ら
ず
に
中
部
電
力
へ
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
部
電
力
で
は
、
停
電
発
生

時
に
役
立
つ
無
料
ア
プ
リ「
停
電
情
報

お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ご
自
宅
が
停
電
の
際
に
は
、
プ

ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
す
る
機
能
や

地
図
上
で
停
電
地
域
を
表
示
す
る
機
能

な
ど
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

照　
会　
中
部
電
力
㈱
電
力
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー
掛
川
営
業
所

　
☎
０
１
２
０（
９
７
７
）２
３
０

税
の
無
料
相
談
会�

�

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
日　
12
月
末
ま
で
の
第
２
、
第
４

　
火
曜
日
※
12
月
24
日
は
除
く

時　
間　
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

場　
所　
東
海
税
理
士
会
掛
川
支
部
事

　
務
局
税
務
相
談
所（
掛
川
商
工
会
議

　
所
２
階
）

対　
象　
税
理
士
が
関
与
し
て
い
な
い

　
掛
川
税
務
署
管
内
の
在
住
者

内　
容　
面
接
相
談
方
式
に
よ
る
税
の

　
相
談
。
書
類
作
成
は
し
ま
せ
ん
。

　
※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
照
会　
東
海
税
理
士
会
掛

　
川
支
部

　
☎
０
５
３
７
�
８
０
３
２

一
人
で
悩
ま
な
い
で�

�

相
談
会
を
利
用
し
よ
う

　

不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、

発
達
障
害
な
ど
の
個
別
相
談
に
対
し
、

相
談
機
関
や
就
労
支
援
団
体
、
学
習
支

援
団
体
、
通
信
制・定
時
制
高
等
学
校
、

サ
ポ
ー
ト
校
、
親
の
会
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日　
時　
８
月
10
日
㈯　
12
時
30
分

　
～
15
時
30
分

場　
所　
浜
北
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

照　
会　
静
岡
県
教
育
委
員
会
社
会
教

　
育
課

　
☎
０
５
４（
２
２
１
）３
３
０
５

介
護
職
員
初
任
者
研
修�

�

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い�

日　
程　
８
月
31
日
～
12
月
14
日
ま
で

　
の
毎
週
土
曜
日
※
11
月
９
日
は
除
く

時　
間　
９
時
～
16
時
30
分

会　
場　
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
グ
レ
イ
ス
ほ
か

定　
員　
20
人

受
講
料　
５
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

締
め
切
り　
８
月
23
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
・
照
会　
社
会
福
祉
法
人

　
牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園

　
☎
０
５
４
８
�
０
２
２
１

島
田
樟
誠
高
等
学
校
の�

�
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日　
時　
８
月
３
日
㈯
、４
日
㈰

　
９
時
～
11
時
30
分

場　
所　
島
田
樟
誠
高
等
学
校

内　
容　
①
全
体
会
、
②
進
学
探
求
・

　
キ
ャ
リ
ア
探
求
コ
ー
ス（
体
感
タ
イ

　
ム
、
校
内
見
学
③
特
別
進
学
コ
ー
ス

　
（
概
要
説
明
、体
験
授
業
、個
別
面
談
）

申
し
込
み　
８
月
３
日
㈯
申
し
込
み
方

　
法
は
照
会
先
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
照
会　
島
田
樟
誠
高
等
学
校

　
☎
０
５
４
７
�
３
１
１
６

風しん抗体検査・予防接種の
� 公費助成が始まりました
照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３
　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれ
の男性は、公的に風しんの予防接種を受ける機会
がありませんでした。今回、前述の男性を対象に
令和３年度末までの期間に限り、風しん抗体検査
と予防接種が原則無料で受けることができるよう
になりました。
　本年度は、昭和47年４月２日～昭和54年４月
１日生まれの男性を対象に、無料クーポン券を６
月上旬に送付しました。風しん抗体検査は、医療
機関・特定健診・事業所健診で実施可能です。
　昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれ
の男性については、来年度無料クーポン券をお送
りします。本年度、風しん抗体検査と予防接種を
希望される人は、健康づくり課までお問い合わせ
ください。実施医療機関などの詳細は
厚生労働省のホームページをご覧くだ
さい。
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令
和
２
年
度
採
用
の�

�
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容

①
看
護
師　
２
人

②
介
護
福
祉
士　
４
人

③
介
護
員　
１
人

④
薬
剤
師　
若
干
名

⑤
作
業
療
法
士　
１
人

⑥
言
語
聴
覚
士　
１
人

受
験
資
格　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

　
得
見
込
み
の
者

申
込
期
間　
申
請
書
を
９
月
６
日
㈮
17

　
時
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
必
着

試
験
日　
９
月
21
日
㈯

※
詳
細
は
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
照
会
先
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

『
文
芸
お
ま
え
ざ
き
第
16
号
』

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集

種　
目

①
創
作
・
戯
曲　
30
枚
以
内

②
評
論
・
郷
土
研
究
・
そ
の
他
研
究

　
30
枚
以
内

③
随
筆
・
紀
行
文
・
手
記
・
民
話
・
伝

　
承
・
童
話　
15
枚
以
内

④
読
書
感
想
文
・
主
張　
10
枚
以
内

⑤
詩　
３
枚
以
内

⑥
短
歌　
５
首
以
内

⑦
俳
句
・
川
柳　
５
句
以
内

※
す
べ
て
専
用
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て

　
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
社
会
教
育
課
、

　
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
作
成
す
る
場
合
も

　
縦
書
き（
１
行
25
字
×
22
行
）と
し
、

　
Ｃ
Ｄ
と
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
作
品

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資　
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
市
出
身
者
ま
た
は
市
内
文
化
団
体
に

　
所
属
し
て
い
る
人

③
16
歳
以
上
の
人

提
出
先　
社
会
教
育
課
、
各
地
区
公
民
館

締　
切　
９
月
２
日
㈪ 

必
着

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門��

学
校
の
来
春
採
用
教
員

職　
種

①
実
習
指
導
教
員　
②
看
護
教
員

受
験
資
格

①
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
で
勤
務

　
経
験
が
５
年
以
上（
４
年
生
大
学
卒

　
業
者
は
３
年
以
上
）あ
る
者

②　
①
に
加
え
、
大
学
で
教
育
に
関
す

　
る
科
目
を
履
修
し
て
卒
業
し
た
者
ま

　
た
は
大
学
院
で
教
育
に
関
す
る
科
目

　
を
履
修
し
た
者
。
あ
る
い
は
、
厚
生

　
労
働
省
認
定
看
護
教
員
養
成
講
習
会

　
を
修
了
し
た
者
、
ま
た
は
令
和
２
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
者

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

　
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で

　
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　
①
か
②
の
う
ち
一
人

申
込
期
限　
10
月
18
日
㈮
ま
で

試
験
日　
応
募
者
に
後
日
連
絡

場　
所　
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

試
験
内
容　
①
作
文
試
験
、
②
面
接
試

　
験
、
③
適
性
検
査

※
詳
細
は
、
照
会
先
へ
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

照　
会　
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学

　
校
総
務
課

　
☎
０
５
３
８
�
８
１
１
１（
代
表
）

焼
津
の
海
で
カ
ヌ
ー
こ
ぎ��

海
を
身
近
に
感
じ
よ
う

　
「
み
ん
な
で
ソ
ー
レ
！
～
カ
ヌ
ー
だ

よ
！
全
員
集
合
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

焼
津
の
海
で
カ
ヌ
ー
を
こ
ぎ
、
海
を
身

近
に
感
じ
、
自
然
の
雄
大
さ
を
肌
で
感

じ
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
①
８
月
18
日
㈰
、
②
９
月
８

　
日
㈰
、９
月
29
日
㈰
、
10
月
20
日
㈰

　
午
前
の
部
▼
８
時
30
分
～
12
時

　
午
後
の
部
▼
12
時
30
分
～
16
時

場　
所　
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
、

　
焼
津
漁
港（
小
川
地
区
）

内　
容　
カ
ヌ
ー
漕
艇

対　
象　
３
歳
以
上
※
乗
船
規
定
有
り

・
保
護
者
一
人
に
つ
き
３
歳
か
ら
就
学

　
前
の
幼
児
一
人
乗
船
可
能

・
保
護
者
一
人
に
つ
き
小
学
１
年
生

　
～
３
年
生
ま
で
の
児
童
二
人
ま
で
乗

　
船
可
能

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定　
員　
50
人（
各
回
）

参
加
費　
一
人
に
つ
き
３
０
０
円

　
（
保
険
料
金
、
飲
食
料
金
）

申
し
込
み　
７
月
14
日
㈰
13
時
～

締
め
切
り　
①
８
月
４
日
㈰
、
②
８
月

　
25
日
㈰
、９
月
15
日
㈰
、
10
月
６
日
㈰

照　
会　
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

　
☎
０
５
４（
６
２
４
）４
６
７
５

海
上
保
安
大
学
校
の�

�

学
生
採
用
試
験

受
け
付
け　
８
月
22
日
㈭
～
９
月
２
日
㈪

第
１
次
試
験
日　
10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

第
１
次
合
格
者
発
表
日　
12
月
６
日
㈮

第
２
次
試
験
日　
12
月
13
日
㈮

最
終
合
格
者
発
表
日　
令
和
２
年
１
月

　
16
日
㈭

※
詳
細
は
、「
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

照　
会　
海
上
保
安
庁
第
３
管
区
海
上

　
保
安
本
部
清
水
海
上
保
安
部
管
理
課

　
☎
０
５
４（
３
５
３
）１
１
１
８

募
　
集

（前月比）

表紙の関連記事

（令和元年6月末日現在の速報値）

浜岡球場で７月３日、
池新田高校と相良高校
が夏の県予選の最終調
整のために練習試合を
しました。これから児童・生徒の熱
い夏が始まります。  
※中体連の日程・結果はこちらから

http://www.njpa.sakura.ne.jp/

　市内小中学校の普通教室にエアコ
ンの設置が完了し、運用を開始しま
した。今年も夏の暑さが予想されま
すが、児童生徒に望ましい学習環境
の整備ができました。ご自宅でもエ
アコンの温度は適温に。皆さん、熱
く楽しい夏を体調に気をつけてお過
ごしください。　　　　　　　　Ｒ

人　口 32,425（－48）
男　 16,445（－20）
女　 15,980（－28）
世帯数 12,092（－13）

おまえざき
☀夏の☀
イベント

詳しいイベント情報は下記まで
問い合わせください。
商工観光課☎０５３７�１１３５
市観光協会☎０５４８�２００１

①御前崎市振興公社（ぷるる）
　　　　　☎０５３７�０１９５
②③⑦御前崎市観光協会
　　　　　☎０５４８�２００１
②渚の交番（アクアランド）
　　　　　☎０５４８�９９２７
④御前崎港客船誘致競技会
　　　　　☎０５３７�１１６４
⑤⑥御前崎市商工観光課企業港湾室
　　　　　☎０５３７�１１６４

ぷるるの屋外プールで
思いっきり遊ぼう！

6/30㈰～ 9/1㈰7㈯8㈰

７月 15日～８月 31日は無休
屋外プールは 16時 50分まで

マリンパーク御前崎
海水浴場海開き

7/6㈯～ 8/31㈯

アクアランドは期間中の土日祝
のみオープンします（有料）

御前崎みなと夏祭

8/3㈯

神事「だっくら」、盆踊り、屋台、
5000発の花火を楽しもう

みなと御前崎
スイーツコンテスト2019

8/17㈯18㈰20㈫

特産のお茶に合う和・洋菓子が大
集合。投票でグランプリを決定

オーシャンプリンセス
寄港

8/20㈫

元イギリス財閥の豪華客船。優
雅な姿をぜひご覧あれ！

初寄港！客船
ぱしふぃっくびいなす

8/20㈫

日本を代表するクルーズ船が港
に初寄港します

マリンパーク御前崎
オートキャンプ場

～ 10/31㈭

海の幸を買って星空の下で
BBQを楽しんでみませんか

① ②

③ ④

⑤ ⑥ ⑦
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発
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／
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課
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岡
県
御
前
崎
市
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田
5585　　電
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http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp　
メール／

somu@city.omaezaki.shizuoka.jp
2019.7
N
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ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

カツオ� 400ｇ
玉ねぎ� 1/2個
きゅうり� 1本
青しそ� 5枚
しょうが� 1片
梅干し� 3個
葉ねぎ� 5本
みそ� 40～70ｇ
水� 400㏄
氷� 15個位

材料（５人分）▶１人分=128kcal
1カツオをみじんにしながら出刃包
丁でたたく。
2玉ねぎは薄切り、きゅうりは輪切
り、青しそ・しょうがは千切り、
葉ねぎは小口切りにする。
31にみそ・種を出した梅干しを加
え、一緒にたたく。
4カツオとなじんだら氷水でのば
す。刻んだ野菜を浮かべて彩りよ
く盛り付ける。

７

かわいい笑顔を募集します。

対象：９月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：８月５日㈪、６日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務
課

� �☎０５３７�１１３
２

山
やま

口
ぐち

萌
も
奈
な
ちゃん３歳

（大山区）

渡
わた

部
なべ

輝
あき

人
と

くん２歳
（東町）碓

うす

井
い
日
ひ
菜
な
ちゃん１歳

（佐倉一区）
曽
そ
根
ね
千
ち
永
え
実
み
ちゃん２歳

（新神子区）

藤
ふじ

田
た

明
あ

希
き

ちゃん２歳
（上岬区） 栗

くり

林
ばやし

優
ゆ
愛
あ
ちゃん３歳

（中町）
曽
そ

根
ね

千
ち

織
おり

ちゃん３歳（下朝比奈）

松
まつ

下
した

雄
ゆう

大
だい

くん３歳
（佐倉一区）

おまえざきの

　　　漁師料
理　がわ　

“御前崎をたべ
よう！”

栄養満点！
　火を使わない　　漁師料理♪

★漁師さんが船上で作る料理！かき混ぜ�
　るときの音が名前の由来だそうです！


